
さらなる財政力アップをはかる 
～明和町が地方交付税不交付団体になりました～ 

 

総務省から発表されたとおり、今年度の明和町は地方交付税が不交付と

なりました。 

地方交付税とは、全国の市町村の規模に応じ、どの地域に住む国民にも一

定の行政サービスを提供できるよう財源を保証するため、国から地方公共

団体に交付される資金のことです。不交付になるということは、地方公共団

体の独自税収だけで運営できる団体となります。 

全国の自治体数は、2024 年現在、47 都道府県のうち、792 市、743 町、

183 村あるそうですが、不交付団体となったのは全国で 83 団体でした。群

馬県では明和町だけです。 

今回、明和町が不交付団体になった要因のひと

つは、半導体関連企業などの法人税が増となっ

たことがあげられます。不交付団体になるのは

16 年ぶりとなり大変名誉なことだと思います。 

しかし、今まで当たり前のように交付税をも

らえていたものがなくなるわびしさは、なんと

も言えないものがあります。 

 



 



【交付税の仕組み】 

 普通交付税は、基準財政需要額から基準財政収入額を差し引いたときに、

財源不足が生じる地方公共団体に対して、財源不足額の大きさに応じて国

から交付されるものです。 

 

 

 

 令和 6 年の明和町の基準財政需要額は、30 億 8,561 万円です。また、財

政力指数は 1.0671 です。これは、基準財政需要額を 6.71％(2 億 700 万円)

超えたと言うことです。地方交付税は、前年度の収入が財政力指数 1.0 を超

えると不交付になります。 

 私は、明和町は財政力指数をもっと

上げる可能性があると考えています。

現在、建設と誘致を進めている東部工

業団地や大輪中工業団地が出来上が

れば夢ではないと考えるからです。 

 

《邑楽郡と館林市の単年度財政指数（令和６年度）》 

明和町 板倉町 千代田町 大泉町 邑楽町 館林市 

１．０６７１ ０．５９８１ ０．７０１９ ０．９３０２ ０．７７１６ ０．７７６１ 

基準財政需要額 ＝ 単位費用（法定） × 測定単位（国調人口等） × 補正係数（寒冷補正等） 

基準財政収入額 ＝ 標準的な地方税収入見込額 × 原則として７５％ 

普通交付税額   ＝ （ 基準財政需要額 － 基準財政収入額 ） ＝ 財源不足額 

財政力指数    ＝ 基準財政収入額 ÷ 基準財政需要額 



 



 財政力指数の「1」をちょっと超えただけの不交付団体は、正直厳しいと

ころがあります。しかし、これは町が伸びるためのプロセスです。出来るだ

け財政力を上げて、来たる超高齢社会でも困ることなく明和町の財政運営

をして行けるよう今後も財政力アップに頑張って行きます。 

 

 

令和６年１０月２３日 

明和町長   冨塚もとすけ 

 

 


